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約４年かけて日本に帰ってくるよ！

鮭川出張所

鮭川橋

米坂橋

向居橋

釣獲区間
鮭川橋から下流米坂橋
まで（約5.5㎞区間）

生態調査場所
向居橋（鮭川11.8㎞）

対象魚種
シロ鮭
（オス鮭２尾まで）

鮭の重さを量っています。鮭の大きさを測定しています。

鮭は、川で産まれ川からオホーツク海やベーリング海などへ進みエサ

を食べながら回遊し、再び産まれ故郷の川へと約４年かけて帰ってき

ます。海洋生活期は全身が銀白色で尾びれに銀色の放射状線がありま

す。回帰する前の鮭を「ケイジ（鮭児）」と呼び、回遊の途中には北

海道の沿岸で漁獲される鮭を「トキシラズ（時鮭）」と呼びます。鮭

は冷たい水を好む魚でもあります。

（※回遊とは・・・魚などが適水温を求めて季節の変わりに応じて移
動・往復すること）

鮭の生態とは･･･

１０月３１日（土）～１１月２３日（月）の期間に延べ１５回にわたり、今年も鮭川鮭有効利用調査委員会主催で「第13回

鮭有効利用調査」が開催されました。（※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、三密を避けるなど感染症予防対策

を図り開催が決定されました。）本来川で鮭を釣ることは出来ないのですが、鮭川では鮭の生態調査などを目的に毎年鮭が

故郷に帰ってくるこの時期に開催されています。期間中は、県内外から参加者が訪れ、午前８時から午後２時までの６時間

の間鮭川の紅葉が色ずく景色の中参加者は鮭釣りを楽しんでいました。また生態調査では、鮭の大きさや重さを測りウロコ

を採取します。ウロコには、鮭の成長が刻まれており線と線の間の広さ、狭さなどを調べて何度冬を越したかで鮭の年齢を

判別します。採取したウロコは、山形県水産試験場に送り鮭の年齢を調べているそうです。

撮影場所：泉田川合流点

期間中は、最大８４㎝・重さ６．８㎏

の立派な鮭が釣れていました。
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１０月２７日（火）に、「第２回新庄地区安全パトロール」が行われました。（※「第一回新庄地区安全パト

ロール」は８月２１日（金）に開催されました。鮭川出張所広報紙「みずおと１１７号」に掲載していま

す。）新庄河川事務所事故防止対策委員会新庄地区（新庄河川事務所・銅山川砂防出張所・鳥越出張所・鮭川

出張所・工事受注者・調査設計受注者）計３５名が参加しました。二回目の今回は、鮭川出張所管内「最上川

中流管内河道整備工事」と、鳥越出張所管内「最上川中流戸沢下流地区河道掘削工事」の現場及び現場事務所

をパトロールしました。
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寒さがいっそう厳しくなる季節となりました。暖房を使う機会が増えるこの時期に、タンクから灯油などの油類が漏

れ出し河川に流れ出す事故が多く発生します。事故を起こした場合、油の撤去には費用がかかります。

油を回収した費用は事故を起こした原因者が負担することになります。給油中はホームタンクから離れない、ホーム

タンクや配管の定期点検は怠らないようにしましょう。油の取り扱いには十分に注意して下さい。

油を流出・発見した時は･･･

万が一、油の流出事故を起こしてしまった場合や発見した際は、すぐにお近くの消防署（１１９番）・警察署（１１０番）・
各市町村役場・国土交通省・県の機関へご連絡下さい。流出した油を自分できれいに清掃したつもりでも雨と一緒に流れ出たり、

地面に染み込んだ油が時間の経過とともに水路に流れ出てくる場合があります。また、流出した油を水で洗い流すことは被害拡大に繋がる

ので絶対にしないで下さい。

～安全意識を持ち労働災害ゼロをめざします～

■「みずおと」をご覧になっての感想やご意見をお寄せ下さい。

■工事現場や河川管理施設を見学されたい方は鮭川出張所までご連絡下さい。

新庄河川事務所では、工事施工に伴う事故の発生を未然に防止し、工事の円滑

な進捗を図るために毎年安全パトロールを実施して事故防止に努めています。

オイルフェンス設置 場所：秋山沢川樋門（R2.1月末撮影）

場所：真室川河川防災ステーション 場所：真室川町木ノ下地内 場所：戸沢村古口地内

安全パトロールを行う前に、講
習会の趣旨の説明を行いました。

最上川中流戸沢下流地区河道掘削工事
洪水による被害を軽減するため河道の土砂
を掘削しています。

最上川中流管内河道整備工事
河道機能の維持を図るため、樹木
伐採等を行っています。

①その場から離れない

②除雪作業時は細心の注意を

③落雪に注意を

④定期点検を怠らない

油事故防止の心がけ

オイルフェンスとは･･･？
石油類が事故等によって河川や海などの水面上に流出した際

に、油がそれ以上広がらないように防止するものです。

http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/

